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資料館だより資料館だより ２０25.12.２５（年４回発行）

「人・まち・自然が、調和し躍動するまち〜誇り高い沼津を目指して〜」

Vol.50 No.3（通巻２48号）

　新たに収蔵された資料を紹介します。青
おお
野
の
の原井日

鳳さんから寄贈していただいた掛け軸２点です。
　左側の「武田二十四将図」は、武田信玄と彼を支え
た一族や家臣団の武将二十四人を描いたものです。中
央右端に落

らっ
款
かん
が押されており、軸裏には戦国期の絵師

である「土
と
佐
さ
光
みつ
茂
しげ
筆」の書入れがあります。中央右端に

押された落款も光茂のものに近
きん
似
じ
していますが、繊

せん
細
さい
な

描き方はより新しい時期のものであると感じさせます。
　描かれている人物は、武田神社所蔵のもの（『新編武
田二十四将正伝』の表紙）とほぼ同一で、異なる点は
武
む
藤
とう
喜
き
兵
へ
衛
い
の左側の真

さな
田
だ
兵
ひょう
部
ぶ
と見られる人物の名前が

ないことと「下
しも
曽
ぞ
根
ね
下
しも
野
つけの
守
かみ
」が「曽

そ
根
ね
内
たくみ
匠」に入れ替わっ

ていることです。今のところ下曽根下野守を名乗る人物
は見られないようです。
　興国寺城代曽

そ
根
ね
昌
まさ
世
ただ
は武藤喜兵衛（真

さ
田
なだ
昌
まさ
幸
ゆき
）と対

たい

峙
じ
して、共に信玄の隻

へき
眼
がん
と呼ばれたことを彷

ほう
彿
ふつ
させる

精
せい
悍
かん
な姿に描かれています。

　右側の「武田家旗
はた
指
さし
物
もの
図」は武田氏の軍勢の識

しき
別
べつ
の

ために使用する身分や役目を示す旗指物の規格や図
ず
柄
がら

の決まりと見本を集合したもので、馬
うま
印
じるし
と旗

はた
印
じるし
、腰

こし
指
さし

物
もの
などがまとめられています。
　総大将を示すものは、赤地に金の花

はな
菱
びし
が三段描かれ

た幅２尺、高さ九尺の大馬印、高さ１丈以上もある白
地に黒の花菱が描かれた白旗７本などとなっています。

武田二十四将図画 武田家旗指物図
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駿河湾の漁
　　　　　　川口　洋司さんの漁話
カタカユはダメ！　七

なな
草
くさ

粥
がゆ

を行ったら小
あ

豆
ずき

粥
がゆ

も

　１月７日は七草粥の日です。日本全国のスーパー
マーケットで、セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハコベラ・
ホトケノザ・スズナ・スズシロの春の七草をセットに
して販売されており、七草粥を食べる家庭も多いと思
います。沼津市内の各地では、七草粥を行ったのであ
れば１月１５日の小豆粥も両方合わせて行わなければな
らないという意味で「カタカユ（片粥）」はいけない
と言い伝えられていることが多いです。しかし、近年
は七草粥を行っていても小豆粥までは行わず、「カタ
カユ」だけの家庭が多くなってきているようです。
　一般的に七草粥や小豆粥を食すと邪気を祓

はら
うことが

できると説明されることが多いですが、川口家では特
にそのようなことは伝わっておらず、代々川口家で続
けられている慣習の一つとして行われています。川口
家でも七草粥を行ったのであれば、小豆粥も行わなけ
れば縁起がよくないと言い伝えられており、１月７日
の七草粥と１月１５日の小豆粥の両方を行っています。
　小豆粥の調理は女性の仕事であるため、奥様の富美
子さんに作り方を教えて頂きました。
＜川口家の小豆粥の作り方＞
①　小豆は一度煮

に
て柔

やわ
らかくしておきます。

②　米はあらかじめ水に浸
ひた
しておきます。

③　�適量の水を入れた鍋
なべ
に①の小豆と②の米を入れて

煮ていきます。
④　煮えてきたら塩を少々入れて味付けします。
⑤　�粥になってきたら、その上に薄切りにした餅

もち
（写

真１）を並べて、餅を柔らかくします。
⑥　オブッキ（折

お
敷
しき
と皿）や仏

ぶっ
飯
ぱん
器
き
に小豆粥を盛ります。

　　その時、小豆粥の上に餅が一つだけ載るようにし
　　ます（写真２）。
　小豆粥は、朝、川口家が祀

まつ
る神仏に供えます。川口

家では、現在、コウジンサン（荒神）、オエベスサン
（恵

え
比
び
寿
す
）、ダイコクサン（大黒天）、ダイジンサン（大

神宮）、オイナリサン（稲
いな
荷
り
）、トシガミサン（歳

とし
徳
とく
神
じん
）、

仏
ぶつ
壇
だん
に小豆粥を供えています（写真３）。トシガミサ

ンを祀る棚のお飾
かざ
りは１月７日に下げられています

が、棚自体は１５日まで残すため、ここにも小豆粥を供
えています。川口さんが海での仕事を続けていた頃は、
床の間にオイナリサンとフナダミサン（船

ふな
霊
だま
）が祀ら

れており、フナダミサンにも小豆粥を供えていました。
また、川口家が親方家の一家であった巾

きん
着
ちゃく
網を行う網

組で祀っていたリュウジンサン（竜神）にも、小豆粥
を供えに行っていました。当時は家から離れたところ
にあるリュウジンサンへオブッキを持って供えに行

き、供えるとすぐにオブッキを下げて浜辺へ向かい、
供えていた小豆粥を海に流していました。網組は解散
し、現在リュウジンサンを祀っていませんが、その頃
の名残で海に行って小豆粥を流すことをしばらく続け
ていました。神仏へ供え終わると、朝食として家族で
小豆粥を食します。
（話：川口洋司氏 昭和１７年生まれ・川口富美子氏 昭
和２１年生まれ 沼津市獅子浜在住）

写真２：オブッキに盛った小豆粥

写真３：ダイジンサンに小豆粥を供える川口洋司さん

写真１：小豆粥に入れる薄切りにした餅
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2.5 万分の１地形図　沼津・三島　集成図　大正８年

『ふるさと沼津覚書』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　雅功
■大岡・金岡編　その４　耕作地の礎

いしずえ

●地
ち

勢
せい

と地質　大正初期に編
へん
纂
さん
された『金岡村誌』で

の記
き
載
さい
内容を、現代文に訳して紹介しよう。金岡地区

の地勢は「愛
あし
鷹
たか
山
やま
の南麓で、駿河湾に近く南面に漸

ぜん
次
じ

傾斜して、一番北側の御
ご
料
りょう
林
りん
は海

かい
抜
ばつ
３８００尺、南端では

僅
わず
かに６０尺であり、南方は広々と開けて広

こう
闊
かつ
であり、

北に進むに従って次
し
第
だい
に狭くなり、あたかも三

しゃ
味
み
線
せん
の

撥
ばち
の形に似ている。」とある。また「南方は一帯が田

でん

地
ち
であり、東部は乾

かん
田
でん
で二

に
毛
もう
作
さく
の耕

こう
耘
うん
であり、牧

まき
堰
せぎ
よ

り引
いん
水
すい
している。中部は二毛作が可能だが、やや湿

しつ
潤
じゅん

さを免
まぬか
れず、そのために裏

うら
作
さく
は収

しゅう
穫
かく
が劣

おと
る。用水は松

まつ

沢
ざわ
及び葛

くず
原
はら
沢
さわ
の流水を利用している。西部では西沢田

及び中沢田の一部は低地であり、作
さく
土
ど
はすこぶる深く

て皆
みな
水田となっている。」と記す。なお「御料林」は

皇
こう
室
しつ
所有の森林を指し、戦後は国有地に移管された。

　「また本
ほん
村
そん
中央以北の一面は、畑地で傾斜が緩

ゆる
やかで

あるためほとんど平坦であり、北に進むに従って傾斜は
緩やかでなくなるため、多くは山林であったが、最近で
は平坦な地を選んで開

かい
墾
こん
が進んだ。現在では渓

けい
谷
こく
に沿っ

た嵯
さ
峨
が
地
ち
（傾斜地）にのみ、その形

けい
跡
せき
が残っている。

北方（愛鷹山）の御料林に至れば、巨
きょ
木
ぼく
鬱
うつ
蒼
そう
として昼

なお暗く、人々の足
そく
跡
せき
を見ない。」（後

こう
略
りゃく
）とある。

　同じく愛鷹山麓の地質の項では「一般に腐
ふ
植
しょく
質
しつ
火山

灰土であり、極
きわ
めて軽いローム質の土壌のために粒

りゅう
子
し
は

微
び
細
さい
で、乾燥すると微

び
風
ふう
でも飛

ひ
散
さん
する。降雨の際は表

土が流
りゅう
失
しつ
し、長雨の際は土の粒子が膨

ぼう
張
ちょう
してぬかるみ、

膝
ひざ
を没する程である。地

ち
味
み
は痩

や
せており、窒

ちっ
素
そ
の効果

が顕
けん
著
ちょ
で葉の柔

やわ
らかい作物の栽

さい
培
ばい
に適する。表土は７、

８寸内外で心
しん
土
ど
は埴

しょく
土
ど
であり、俗に “赤

あか
真
ま
砂
さ
”（赤土）

と称し、乾燥は至って早く、亀
き
裂
れつ
を生じる。」と記す。

　簡単な補足をすれば、黄瀬川扇
せん
状
じょう
地
ち
の耕地の東西性

が示されている。岡
おか
一
いっ
色
しき
・岡

おかのみや
宮などの「東部」は乾田

で二毛作の耕作地が広がり、牧堰より灌
かん
漑
がい
用水を引水

している。東
ひがしくまんどう
熊堂・西熊堂・東沢田付近の「中部」は

二毛作が可能だが、やや湿田性を免れず、裏作は収穫
量が劣る。用水は松沢並びに葛原沢の流水を用いてい
る。西部の西沢田・中沢田・沢田新田は低地であり、
作
さく
土
ど
は大変に深い泥

どろ
の田で全

すべ
て水田（湿

しつ
田
でん
）である。

●扇状地の特徴　ここで簡略的な地史に触れておこう。
御殿場泥流の流下時期よりも以前、約１万年前に流下
した三島溶岩流は香

か
貫
ぬき
山
やま
に達せず、専

もっぱ
ら東側の清水町

柿
かき
田
だ
～三島市北沢間に潜

もぐ
り込んだ。それ以前に三島市

北部へは古
こ
富
ふ
士
じ
火山起源の「古富士泥

でい
流
りゅう
Ⅱ」が流下し

ている。その後溶岩流の西寄りの凹
おう
地
ち
部に「古

こ
黄
き
瀬
せ
川
がわ
」

が流れ、約４千年前の縄
じょう
文
もん
後
こう
期
き
の開

かい
析
せき
に伴って低位段

だん

丘
きゅう
が形成されている。縄文晩

ばん
期
き
の約３千年前後に「古

黄瀬川扇状地」が拡大しており、香貫山の北側寄りで
は「カワゴ平軽

かる
石
いし
流
りゅう
」の二

に
次
じ
堆
たい
積
せき
が広がっていた。

　その後の砂礫の少ない特異な「新黄瀬川扇状地」の
形成とその拡大の特徴は、弥

や
生
よい
前
ぜん
期
き
初
しょ
頭
とう
以後の約２．

７千年前から下流域へ向かった「御殿場泥流」の二次
堆積物の流下にある。裾野市岩波では三島溶岩流の分
布域や既存の段丘の一部が、徐

じょ
々
じょ
に埋

まい
没
ぼつ
している。

　この旧扇状地の大規模かつ急激なイベント的拡大に
より、沼津寄りではラグーン（潟

せき
湖
こ
）の埋

まい
積
せき
が一気に

進んだ結果、扇状地の前面は三角州状を成すに至った。
　また海

かい
退
たい
による扇状地・三角州の開析の結果、下

か
刻
こく

に伴って沖
ちゅう
積
せき
段
だん
丘
きゅう
化が進行した。さらに田方側のラ

グーンも沼
しょう
沢
たく
地
ち
の埋積が進行し、清水町徳

と
倉
くら
から沼津

市上香貫の「沼津狭
きょう
窄
さく
部
ぶ
」においては、狩野川・黄瀬

川の流路も固定して段
だん
丘
きゅう
崖
がい
が刻まれ、一部で自

し
然
ぜん
堤
てい
防
ぼう

の高まりも形成されていった。
　これら地形発達史的観点からも、３千年近くの短期
間の変

へん
遷
せん
はユニークとさえ言える。近世以降の新田開

発で畑地が卓
たく
越
えつ
するような扇状地農業の特色とは異な

る。むしろ灌漑用水路の整備で、古代から中世にかけ
て開田が進められた地域である。また泥流堆積物のた
め透

とう
水
すい
性
せい
が強く、地下水面は深い傾向にある。土

ど
性
せい
は

広く分布する「砂
さ
壌
じょう
土
ど
」のため、砂に若

じゃっ
干
かん
粘土が混じ

り、排水良好な土壌であるが保水性や保肥性は悪い。
　表土が薄く、多くの砂礫に少しの砂が混在する上石
田から下石田は「乏

ぼう
水
すい
地域」で、地下水面が深いため、

畑地や桑
くわ
畑
ばたけ
・果樹栽培等の土地利用が顕

けん
著
ちょ
であった。

なお泥流堆積物の分布が消滅し、耕作不良地の低
てい
湿
しつ
で

軟
なん
弱
じゃく
な地盤、三角州的な泥

でい
質
しつ
の堆積物へと漸

ぜん
移
い
的
てき
に移

行するため、扇
せん
端
たん
部
ぶ
の境界は不

ふ
明
めい
瞭
りょう
となる。
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歴民からのお知らせ

歴民講座の開催結果について

沼津市歴史民俗資料館だより
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　１１月９日に本年度の歴民講座を開催しました。戦国
北条氏の研究者である黒田基樹さんから初代早雲の末
年に伊豆国西

にし
浦
うら
と呼ばれていた今の内

うち
浦
うら
地域に発

はっ
給
きゅう
さ

れた「虎
とら
の朱

しゅ
印
いん
状
じょう
」の初

しょ
見
けん
文書を通して、北条氏の判

はん

子
こ
を用いた行政システムの内容と整備の経過などにつ
いてお話いただきました。

皇室ゆかりの地 探訪４　千本浜・御
ご

座
ざ

所
しょ

跡
あと

　現在の千本浜の防潮堤が建設される以前には、低い
湾
わん
曲
きょく
した防潮堤の内側に低い石垣と玉

たま
垣
がき
に囲まれた２０

坪ほどの一段高い区画があり、海側の中央に入口が設
けられ、石階段が付けられていました。区画の中央後
方には「昭

しょう
憲
けん
皇
こう
太
たい
后
ごう
陛
へい
下
か
御
ご
座
ざ
所
しょ
」と刻

きざ
まれた細長い自

然石の石碑が立てられていました。
　防潮堤が建設される以前の古い絵葉書などを見ると、
海浜の高所からの眺

ちょう
望
ぼう
を楽しむのに適した場所に設け

られていたことが分かります。石碑は建てられておらず、
竹
たけ
垣
がき
に囲まれた中に立て札のようなものが見られます。

　昭憲皇太后が初めて沼津御用邸に行
ぎょう
啓
けい
されたのは皇

こう

后
ごう
であった明治３９年（１９０６）１月８日のことで、４月１８

日までの３か月以上の長期にわたって、避
ひ
寒
かん
静
せい
養
よう
のた

めに滞
たい
在
ざい
されました。「昭憲皇太后実録」によれば同年

３月１８日に初めて千本浜に御
お
成
な
りになったようです。御

座所とありますから着
ちゃく
座
ざ
でき、天

てん
幕
まく
で囲われたような

施設が設けられたと考えられます。以後、毎年御用邸
滞在中にはここに御成りになり、景色を楽しまれました。
　昭和５０年、防潮堤の嵩

かさ
上
あ
げ・拡幅工事により石積み

は撤去され、石碑だけが近くの植え込みの中に移され
ました。併

あわ
せてその右隣に昭和天皇の侍

じ
従
じゅう
長
ちょう
である入

いり

江
え
相
すけ
政
まさ
氏の揮

き
毫
ごう
による昭憲皇太后の御

み
歌
うた
「くれぬまに

ぬまつのさとにつきにけり　しばしみてこむうみのけ
しきを」と刻まれた歌碑が新たに建立されました。

防潮堤が建設される前の御座所　絵葉書

古い防潮堤の内側となった御座所（加藤雅功氏提供） 講座の会場風景

園内に移転した石碑と新たに建立された歌碑


